
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０３６ 

令和５年度 理数(数学)科 

 

教科 理数 科目 理数数学Ⅱ（理科Ⅱ類 b） 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使 用 教 科

書 
数学Ｂ・数学Ｃ（数研出版） 

副教材等 
・教科書傍用 ４STEP 数学Ｂ・数学Ｃ（数研出版）   

・チャート式 基礎からの数学Ⅱ＋B・Ｃ（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、自ら考え、周りの人と協働で考える活動を行います。 

・「課題を理解する→結果を予想する→解決の方向を構想する→解決する→解決の過程を振り返ってよ

りよい解決を考える」といった一連の過程で、自分の考えを発表したり、議論したりする活動を行い

ます。 

・問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。ただ答えを求めるだけでなく、途中式や考え方も書く

ようにしましょう。また、各自答え合わせをしてください。答え合わせは、自分がどこでつまずいた

かを知るための大切なものです。 

・家庭学習における課題は、定期的に提出してもらいます。 

２ 学習の到達目標 

ベクトル、数列ついての基礎的な知識や技能を習得します。また、事象を数学的に考察する能力を培い、

数学のよさを認識できるようにします。さらに、それらを活用する態度を身に付けることを目標としま

す。 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

ベクトル、数列において，基

礎的な概念、原理・法則など

を体系的に理解し、知識を身

に付け、事象を数学的に表現・

処理する仕方や推論の方法な

どの技能を身に付けている。 

 

事象を数学的に考察し表現し

たり、思考の過程を振り返り多

面的・発展的に考えたりするこ

となどを通して、ベクトル、数

列における数学的な見方や考

え方を身に付けている。 

ベクトル、数列に関わる課題に

主体性をもって取り組むとと

もに、数学のよさを認識し、そ

れらを事象の考察に活用しよ

うとする。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 
単元名 学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 



 

※令和４年度以降入学生用 

前

期

中

間 

数列 数列とその和 

 

a:数列に関する用語，記号を適切に用

いることができる。 

数列の定義，表記について理解して

いる。 

条件から等差数列の一般項を決定

できる。等差数列の和の公式を適切

に利用して，等差数列の和が求めら

れる。 

等差数列の公差，一般項などを理解

している。自然数の和，奇数の和，

倍数の和などが求められる。 

条件から等比数列の一般項を決定

できる。等比数列の和の公式を，適

切に利用して数列の和が求められ

る。 

等比数列の公比，一般項などを理解

している。等比数列の和に関する条

件が与えられたとき，初項や公比が

求められる。 

第 k 項を k の式で表して，初項か

ら第 n 項までの和が求められる。 

和の記号Σの意味を理解し，数列の

和が求められる。 

階差数列を利用して，もとの数列の

一般項が求められる。数列の和 Snと

第 n 項 anの関係を理解し，数列の一

般項が求められる。 

和の求め方の工夫をして，数列の和

が求められる。  

 

b:数の並び方からその規則性を推定し

て，数列の一般項を考察できる。 

 等差数列の項を書き並べて，隣接す

る項の関係が考察できる。等差数列

の項を書き並べて，隣接する項の和

が考察できる。 

 等比数列の項を書き並べて，隣接す

る項の関係が考察できる。 

 数列の和を記号Σで表して，和の計

算を簡単に行うことができる。 

 数列の規則性の発見に，階差数列が

利用できる。初項から第 n 項までの

和に着目して，一般項を考察できる。 

 群数列を理解し，ある特定の群に属

する数の和が求められる。 

 

c:数の並び方に興味をもち，その規則

性を主体的に発見しようとする意

欲がある。 

 等差中項の性質に興味をもち，問題

解決に利用しようとする。 

   等比中項の性質に興味をもち，問題

解決に利用しようとする。 

  自然数の 2乗の和や 3乗の和の公式

を主体的に求めようとする。 

   f（k＋1）－f（k）を用いる和の求め

方に興味をもち，具体的な問題に活

用しようとする。 

  

 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

レポート 

 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

レポート 

確認テスト 

単元テスト 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

レポート 



 

※令和４年度以降入学生用 

数列 漸化式と数列 

数学的帰納法 

a:漸化式を適切に変形して，その数列

の特徴を考察することができる。お

き換えを利用して，漸化式から一般

項を求めることができる。 
漸化式の意味を理解し，具体的に項
が求められる。初項と漸化式から数
列の一般項が求められる。与えられ
た条件から an と an＋1 の間に成り立
つ漸化式を求めることができる。 

ある整数の倍数であることを，文字

を用いて表現できる。 
数学的帰納法を用いて，等式を証明
できる。数学的帰納法を用いて，整
数の性質を証明できる。 
 

b:初項と漸化式を用いて数列を定義で
きることを理解している。 

 自然数 n に関する命題の証明には，
数学的帰納法が有効なことを理解し
ている。 

 
c:確率の問題に漸化式が利用できるこ

とに興味・関心をもち，問題解決に
利用しようとする。おき換えや工夫
を要する複雑な漸化式について，主
体的に考察しようとする。 
数学的帰納法を利用して，いろいろ
な事柄を積極的に証明しようとす
る。 

 

 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

レポート 

 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

レポート 

確認テスト 

単元テスト 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

レポート 



 

※令和４年度以降入学生用 

前
期
期
末 

ベクトル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平面上のベクト

ル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:平面上のベクトルの概念を理解する

とともに，ベクトルに関する基本的

な用語・記号を理解する。 

 ベクトルの和，差，実数倍を図示し，

また求めることができる。 

ベクトルの和，差，実数倍，平行に

ついて理解している。  

  成分表示されたベクトルを，２つの

ベクトルの 1 次結合の形に表現でき

る。 

ベクトルの成分表示，大きさについ

て理解し，基礎的な知識を身につけ

ている。 

ベクトルの大きさを内積におき換

えて扱うことができる。 

ベクトルのなす角や内積，内積の性

質について理解し，基礎的な知識を

身につけている。 

位置ベクトルを用いて図形の性質

やようすについて考察することが

できる。 

位置ベクトルを分点や重心，交点な

ど図形と関連付けて理解している。 

図形上の頂点に関する位置ベクト

ルを定めて，図形を考察できる。 

図形の性質をベクトルで表現して

扱うことができる。 

直線のベクトル方程式の媒介変数

処理ができる。 

ベクトル方程式を直線や円などの

図形と関連付けて理解している。 

b: 和や差における逆ベクトルや零ベ

クトルの役割を理解している。 

内積は実数であることを理解して

いる。内積で大きさが考察できるこ

とを理解している。 

位置ベクトルを用いて図形の性質

やようすについて考察することが

できる。 

位置ベクトルの一意性を理解し，

図形の性質を証明できる。 

直線上の点を位置ベクトルで考察

し，直線のベクトル方程式と関連づ

けることができる。 

c: 平面上の図形の移動，力，速度など

身近な例からベクトルで表されるも

のを見つけようとする。 

ベクトルの演算に興味・関心をも

ち，数式の演算法則との類似性を考

察しようとする。 

ベクトルと座標平面を関連させ，ベ

クトルが成分で表現できることに

興味，関心をもつ。 

ベクトルの内積のもつ図形的意味

を探ろうとする態度がある。 

位置ベクトルに関心をもち，図形の

性質の考察に活用しようとしてい

る。 

位置ベクトルを用いて平面図形に

ついての命題を証明しようとする。 
直線のベクトル方程式を積極的に

活用しようとする。ベクトルを用い

て円の性質を考察する意欲がある。 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

レポート 

 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

レポート 

確認テスト 

単元テスト 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

レポート 



 

※令和４年度以降入学生用 

後
期
中
間 

ベクトル 空間上のベクトル a:空間における図形を，座標を利用し

て示すことができる。 

座標空間において，点の座標，2 点

間の距離が求められる。 

平行六面体におけるベクトルを，和

の形に表すことができる。 

空間のベクトルを，与えられた 3 つ

のベクトルで表すことができる。 

成分表示されたベクトルを，3 つの

ベクトルの和，差に表現できる。 

点の座標とベクトルの成分の関係

について理解している。 

大きさとなす角，成分表示の各場合

について，ベクトルの内積を計算で

きる。 

ベクトルのなす角を，内積を利用し
て求めることができる。ベクトルの

垂直条件を理解し，計算に利用でき
る。 

位置ベクトルの一意性を理解し，図

形の性質を証明できる。  

ベクトルの諸性質が平面の場合と
同じであることを理解して，それら
を利用できる。 

3 点が一直線上にあることをベクト

ルで表現して利用できる。3 点で定

まる平面上に点Ｐがあることを，ベ

クトルで表現して利用できる。線分

の長さ，垂直条件をベクトルの内積

で表現して考察できる。 

空間において 3点が一直線上にある
ための条件を理解している。ある点
が 3点で定まる平面上にあるための

必要十分条件を理解し，それを利用
することができる。内積を利用し
て，空間の図形の性質を証明でき

る。内積を利用して，直線に垂線を
下ろしたときの交点の座標を求め
ることができる。 

球面の方程式から，球の中心，半径

を読み取ることができる。 
いろいろな球面の方程式が求めら
れる。座標平面と球面の交わりの方

程式を求めることができる。 

b: 空間のベクトルを平面上のベクト
ルの拡張としてとらえることができ

る。 

成分表示されたベクトルの大きさ，
和，差，実数倍の計算ができる。 

立体図形におけるベクトルの内積
を，適切な方法で計算できる。 

空間における図形を，1 つの頂点に

関する位置ベクトルで考察できる。 

空間ベクトルを利用して，分点の座
標などを考察できる。球面と平面が

交わってできる図形を，連立方程式
の解の集合としてとらえることが
できる。 

c: 既知である平面の座標の概念を空
間の座標に拡張しようとする。 

空間のベクトルと平面のベクトル

を比較して考察しようとする。 

空間のベクトルの成分を座標空間
と関連づけて考察できる。 

ベクトルの内積を，平面から空間へ
拡張して考察できる。 

四面体の重心に興味をもち，その性

質を位置ベクトルで考察しようと
する。 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

レポート 

 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

レポート 

確認テスト 

単元テスト 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

レポート 



 

※令和４年度以降入学生用 

3 点が定める平面上の点の位置ベク
トルを一般的に考察し，その結果を

利用しようとする。 

球面の方程式に興味をもち，考察し
ようとする。 

後
期
期
末 

理数数学Ⅰ 

および 

理数数学Ⅱ

の復習・演

習 

理数数学Ⅰ 

および 

理数数学Ⅱ 

の復習・演習 

a: 正しい論理に基づいて、正しく
定理を用いたり、正しく計算で
きたりしているか。また、短い時
間で解答できるか。正しい論理
に基づいて、正しく定理を用い
たり、正しく計算できたりして
いるか。また、短い時間で解答で
きるか。 

b:数学的な見方や考え方をしてい
るか。途中式や考え方を論述す
ることができるか。 

c: 課題に対して，主体的に自ら考
え，周囲の人と協働して考えて
いるか。 

 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

レポート 

 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

レポート 

確認テスト 

単元テスト 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

レポート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


